
 

【様式１－２】 

 

 

主権者及び消費者の育成に係る指導の充実に関する実践研究 

令和５年度実施報告（概要） 

 

 

団体名：  国立大学法人 信州大学       

 

１． 類型 

【類型Ⅰ②】主権者に必要な資質・能力の育成に係る高等学校における実践 

（ア．公民科における指導） 

 

２．実践校について 

実践校名 
（ながのけんりつ まつもとあがたがおか こうとうがっこう） 

長野県立 松本県ヶ丘 高等学校 

全校児童・生徒数 実践研究の対象 

1000人 

（学科） 

普通科 

国際探究科 

自然探究科 

（学年） 

第 2学年 

第 2学年 

第 2学年 

 

（生徒数） 

120人 

40人 

40人 

 

 

３．実践校における実践内容 

 （１）概要 

高等学校公民科、特に「公共」における「主権者教育」の実現を目指し、「哲学対話」の

導入を図る。具体的には、主権者教育に「哲学対話」を取り入れた海外の実践などの研究

を進め、「公共」への応用の可能性について、学習指導要領も踏まえて探ることとする。

理論研究だけではなく、実践校において研究授業を定期的に実施し、実践前後の生徒の変

容や学習の理解度等を図り、得られたデータを分析することによってその効果を見ていく。

実践校においては、研究授業の質の向上を図るため、他教科の担当教員を対象に「哲学対

話」の研修（ワークショップ）も実施する。 

 

 （２）1年目（令和５年度）の実践内容 

 本研究では、3つのことを実施してきた。１つ目が主な活動であり、高等学校公民科「公

共」において、主権者教育としての機能を促進するため、「哲学対話」を取り入れる授業

を実施した。現場の教員と連携し、授業で習得した知識をもとに生徒同士が対話的に内容

を深められるような単元を選定して「哲学対話」を取り入れ、自己評価アンケートや論述



 

をもとに思考力や内容理解を分析した。 

2 つ目は、教員向けの対話型授業研修である。公民科だけでなく様々な教科の教員にも

自身の授業において対話型授業を実施するきっかけになるよう、「総合的な探究の時間」

を活用して、生徒と共に「哲学対話」を取り入れた授業を実施した。（様々な教員が理論

を学ぶと共に、実際に各グループで生徒向けにファシリテートを体験した。） 

3つ目は、「公共」の内容や哲学対話と関連づけさせる学習として、英語科授業の社会問

題を扱う単元において、対話型活動を定期的に実施した。 

 

４．実践校における実施体制 

・哲学対話の実践研究を行っている信州大学教育学部の松島が、長野県立松本県ヶ丘高等

学校の公民科教諭、本山と共に哲学対話を取り入れた「公共」の授業を複数回にわたっ

て実施する。 

・実践校の校長である徳永は定期的に企画運営会議を開催し、公民科を担当する他の教諭

にも参加を促し、「公共」の単元に沿う形で松島や本山と連携して哲学対話授業を計画

する。  

・松島は徳永や本山らと連携し、実践校の教員を対象に、哲学対話のワークショップ研修

を実施し、「公共」に関連する他教科等における「主体的・対話的で深い学び」につな

がるよう支援する。 

・英語を担当する羽賀と連携し、社会的課題や国際問題を扱う単元にて、積極的に対話学

習を実施し、英語でのコミュニケーション力や思考力を養う。 

 

・詳細な共同実践者の専門分野や研究実績、役割分担などは以下の表にまとめた。 

氏名（所属・専門分

野） 

これまでの研究実績 本研究における役割分担 

松島恒熙 

（信州大学教育学部 

助教） 

（哲学・教育哲学・ 

・主権者教育・哲学対

話） 

①哲学・教育哲学・哲学対話の理論

研究 

②教科横断型教育の実践研究（社会

科・英語科・SDGs） 

③哲学対話の実践研究 

④教員向け哲学対話研修 

①哲学対話の理論研究 

②研究授業（公民科「公共」）におけ

る哲学対話の共同実施 

③教員向け哲学対話WS研修 

④研究授業の分析と学会発表および

論文投稿 

⑤事例集の作成 

本山修 

（長野県立松本県ヶ丘

高等学校 公民科教諭） 

（公民科教育・主権者

教育・哲学対話） 

①公民科教育・主権者教育・哲学対

話の理論研究 

②公民科「倫理」「公共」における

哲学対話の実践 

③教職大学院における学生向け対

話レクチャー 

①哲学対話の理論研究 

②研究授業（公民科「公共」）におけ

る哲学対話の共同実施 

③研究授業の分析補助と学会発表お

よび論文投稿 

④事例集の作成補助 

徳永佳代 

(長野県立松本県ヶ丘

高等学校 校長） 

①地理歴史科教育法の研究 

②日本史教育におけるアクティブ

ラーニングの実践 

①研究授業（公民科「公共」）の実施

補助 

②教員向け哲学対話WS研修の推進 



 

（地理歴史科教育・日

本史教育・主権者教育） 

③社会科授業実践における対話型

授業の推進 

③企画運営会議および実践校研究報

告会の開催 

羽賀規真 (長野県立松

本県ヶ丘高等学校 英

語科教諭) 

（英語教育・言語学・英

米文学） 

①英語科教育法の研究 

②英語科におけるアクティブラー

ニングの実践 

③英語科教育における対話型授業

の推進 

①教員向け哲学対話WS研修の推進 

②英語科における対話授業の実施 

③研究授業の分析補助 

 

 

５．各研究テーマについて、１年目の実践を踏まえた成果等 

 

【類型Ⅰ②】主権者に必要な資質・能力の育成に係る高等学校における実践 

（ア．公民科における指導） 

＜生徒が社会的事象に興味・関心を持ち、自分事として捉えながら、生徒に考えさせる教育活

動を行うため、どのような指導上の工夫が考えられるか。＞ 

・例えば授業の導入において、正義に関する思考実験や「自分が裁判員に選ばれたら？」

など、身近な例を交えた問いをもとに哲学対話を実施することで、生徒が自分事として興

味・関心を持つような工夫をした。これによって、授業の本編で扱う社会的事象を、より

自分事として考えることができたので、2年目以降も積極的に続けていきたい。 

・また、ワークシートを活用しながら生徒自身が対話に必要な知識を調べる時間を設ける

ことによって、当事者意識を持って（すなわち自分事として）、授業に取り組むことがで

きた。2年目以降は、前回の授業のふりかえりの際に、生徒自身に解説をお願いするなど、

授業自体を生徒参加型にする工夫を進めていきたい。 

 

＜発達の段階に応じた情報活用能力の育成（特に、社会的事象に関する情報を収集し、その

情報を公正に判断し、自分の意見をもつこと）に関して、どのような指導上の工夫が考えられ

るか。＞ 

・例えば授業の冒頭で、前回までの内容について生徒自身が教科書や資料集を参照しなが

ら、他者に分かりやすく説明する時間を設けることで、情報収集や知識整理を充実させる

ことができた。このことは、対話（アウトプット）に必要な知識を定着させることにも繋

がるので、2年目以降も積極的に取り入れていきたい。 

・情報を収集し、公正に判断することができるよう、「哲学」の存在論（物事のそもそも

を考え直す視点）・認識論（自分たちがどのように物事を認識しているのか）・認識論（自

分たちがどのように物事に価値づけをしているのか）の視点を「批判思考」と関連づけな

がら解説した。 

・このことによって、自分の意見についても精査したり論理的に伝えようとする意識を持

って、他者との対話に望むことができた。2 年目では、さらに「公正とは何か？」「自分

の意見を持つとはどういうことか？」など、生徒たち自身が自覚的に考えることができる

よう、哲学対話の「ケア的思考」の観点を解説しながら工夫していきたい。 

 



 

 

＜教科等横断的な学習を充実するために、教育課程の編成に当たってどのような工夫が考え

られるか。＞ 

・今回の実践研究対象は、公民科の「公共」であるが、その学びが他の教科科目・領域へ

と活かされるよう、英語科や公民科「政治・経済」において内容やテーマが重なる単元

においても、対話型授業を実施する。（「政治・経済」においては 3年生での履修のた

め、1年目では実施できなかったが、2年目では積極的に授業実践の連携を図りたい。） 

 

・哲学対話をはじめとする対話型授業を、様々な教科・科目の教員が自身の授業において

も実践できるよう、校長や学年主任と連携し、「総合的な探究の時間」を活用すること

ができた。（報告書を参照いただきたい。）2年目においても教員研修やミーティングを

積極的に実施し、教員自体が教科・科目横断的に連携することで学習内容の充実に繋が

ることを、ご理解いただく。 

 

＜政治的事象について扱ったり、実際の選挙の機会を活用したり、議員を招へいしたりする学

習活動を行う際、政治的中立性を確保するための取組に関して、どのような工夫が考えられ

るか（該当の取組がある場合）。＞ 

該当なし 

 

  



 

【様式１－３】 

 

 

主権者及び消費者の育成に係る指導の充実に関する実践研究 

令和５年度実施報告（実践校における実践内容の詳細） 

 

 

 

団体名： 国立大学法人 信州大学    

 

１． 類型 

【類型Ⅰ②】主権者に必要な資質・能力の育成に係る高等学校における実践 

（ア．公民科における指導） 

 

２．実践校名 

長野県立 松本県ヶ丘高等学校 

 

３．実践校における１年目（令和５年度）の実践内容 

 

公民科「公共」において主権者教育の促進を目指した哲学対話の導入実践 

 

単元：「正義とは・公正とは」（公共的な空間における人間としての在り方生き方） 

   （東京法令「公共」教科書） 

 

① 「公共」教科書に掲載されている「正当な報酬」についての思考実験をもとに哲学対話

を実施し、グループで意見を共有した。（導入のため、短時間で） 

②思考実験を踏まえ上で、「格差とは？」という問いを設定した。 

③その問いについて、Thinking Time を設け、生徒はまず各自で思いつくことや意見を対

話シートにメモした。 

④4人のグループに分かれ、各自の意見を順番に発表しながら哲学対話を実施した。 

 （聞いている人は、自身と違う意見をメモしながら聞いたり、問いかけたりする。） 

⑤各グループの対話内容についてグループの代表者が全体に共有した。 

⑥対話内容に関連づけながら、ロールズの格差原理を含む正義論について、教員の解説を

もとに学びを深めた。 

⑦最後に、対話シートを参照しながら自己評価アンケートを実施し、対話の振り返りを文

章化した。 

 

 

 

 



 

 

↑哲学対話の様子 

（グループ対話、教員や大学生がフィシリテーター補助としてサポート） 

 

位置付けやその意図 

本実践は、「主体的に社会に参画し、他者と協働することに向けて、幸福、正義、公正

などに着目して、課題を追究したり解決したりする活動 (『高等学校学習指導要領』p. 

80)として位置づけられる。特に、「正義」や「公正」などの抽象的で大きなテーマと思

わがちな社会的事象について、身近な例を参照しながら哲学対話をすることによって、哲

学者の思想を知識定着のみならず、自分事として考えられるようになることを意図してい

る。 

また、「思考実験など概念的な枠組みを用いて考察する活動を通して、人間としての在

り方生き方を多面的・多角的に考察し、表現する」（同書、p.80）ことを意図された実践

でもあり、まさに「多面的・多角的に考察」することが促進されるよう、他者の意見に多

く触れることができる手法として哲学対話を導入している。 

 

指導上の工夫 

・「正義」や「公正」について考えやすいように、導入において身近な例を題材とした思

考実験を用いた。これにより、生徒は単元内容をより身近に・自分事として考えられる

ようになった。 

・生徒同士の哲学対話がより深まるよう、Thinking Time を設けることによって、自身の

考えを整理できるようにした。 

・対話シートを活用することで、自身の意見だけでなく、他者の意見を可視化し、対話の

軌跡を振り返りながら建設的な議論の展開ができるように工夫した。 

（通常の哲学対話、特に国内において多く取り入れられているアメリカ由来の哲学対話で

は、あまり見られない画期的な試みである。） 

 

 

 

 

 



 

↑対話シートの実例 

 

指導後の生徒の変化など 

生徒による対話後の振り返りを計量テキストのよって分析し、以下のように生徒の変化

を記述する。 

 

・同じ事象について考察したにも関わらず、自身と「違う」他者の意見に出会ったことに

ついて意外性を感じたり、対話の面白さに気づく生徒が多かった。 

→普段から一緒に生活しているクラスメイトの中にも、全く違う意見を持つ他者がいる

ということ、すなわち他者の「異質性」への気付きがあり、「他者理解」や「異文化理

解」が遠い問題ではなく、身近なところから始まることを実感する機会となった。 

 

 

・自分の立場だけでなく、他の「視点」からの意見にも気づくことで、社会的事象（特に

平等や公正などの「正義」概念に関するもの）について「多面的・多角的に考察」こと

ができるようになった。 

 

 

 

 



 

・思考実験や「格差」についての哲学対話を通して、視点による「変化」だけでなく、自分

の意見自体が他者との対話によって「変化」することにも気づくことができた。 

→他者の思考の受容および、自身の意見だけに固執することなく他者と協力しながら「共

同探究」する民主主義的な態度すなわち、主権者に必要な「在り方」が養われたと考え

られる。 

 

 

・また、哲学に興味を持つ生徒が複数出てきて、大学でも勉強したいと考えるようになっ

たり、哲学関連の書籍（例えばカントなど）を購入する生徒も現れた。 

 

※上記の実践内容は、日本倫理道徳教育学会においても発表し、大いに反響をいただき、

有意義な議論をさせていただいた。 

 

 

 

「総合的な探究の時間」を活用した哲学対話の実施・教員研修 

 

位置付けやその意図 

・学習指導要領に「主体的・対話的で深い学び」が授業改善の方向性と示されたことに加

え、熟議民主主義を体現する主権者の育成を目的として、生徒が対話の作法（ケアの意

識や安全性の醸成など）を身に付けられる機会とする。その手法の 1 つとして哲学対話

を導入する。 

・教員が対話活動におけるファシリテーターとして必要な技能を身に付ける教員研修の機

会として活用する。 

・教員が哲学対話を実際に生徒と共に「体験」することによって、自身の授業において対

話型授業を実施するイメージを持ってもらうことを意図している。 

 

指導上の工夫 

・哲学思想の専門的な知識がなくとも議論ができ、かつ対話への意欲・関心を高める魅力

的な対話のテーマを設定する。1 人当たりの発言回数が増えるよう、少人数の３～４人

グループで実施した。 

回数 テーマ ファシリテーター 

第 1回 「スポーツ」とは何か？ 松島 

第 2回 「存在する」とは？ 本山 

第 3回 「勉強する」とは？ 探究科主任 



 

第 4回 「AI（愛）」とは？ 担任 A 

第 5回 「言葉とは？」  「伝統とは？」   

「動物に権利はあるか？」 

（テーマを生徒が選択し、３つに分かれて実施） 

担任 B・C 

 

・哲学対話におけるファシリテーターの具体的な振る舞いや「問い」の設定の仕方、導入

の在り方などを大学教員と経験のある教員が実践することで先に手本を示し、テーマ設

定から導入，展開のファシリテーションを初心者の教員が学べる機会をつくった。 

 

指導後の生徒の変化などについて 

・当初乗り気でなかった生徒も含めて、必ずしも１つの答えに収斂されえないテーマにつ

いて対話することを通じて粘り強く考え続け，自身とは異なる考えを受け入れようとす

る態度が見られた。また、新たな問いが生まれる体験をし、思考力・判断力・表現力だけ

に収まらない力（持続性・寛容性・忍耐力）などを身に付ける機会になったと考える。 

・生徒のグループの中に、教員も参加することによって、普段の「教える・教えられる」

といった関係性から、正解のない問いについて協力しながら考察する「共同探究者」へと

関係性の変化が見られた。 

・回数を重ねるにつれて、生徒も教員も他者の意見に対して「問いかける」ことができる

ようになり、より対話内容が深まったり、「新たな問い」が創造されたりした。 

 

↓第 1回の対話の様子 

 

 

↓第 5回の対話の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

公民科「公共」の主権者教育に関連する活動（英語科） 

（1年目は関連する活動は英語科に限られてしまった。2年目はさらに、「公共」で哲学対

話を経験した生徒が「政治・経済」を履修することになるので、そこにおいても関連する

活動を積極的に展開する予定である。） 

「Behind the Price Tag」Heartening English CommunicationⅠ（桐原書店） 

 

目標 

社会的問題について、使用する語句や文、対話の展開などにおいて、多くの支援を活用

すれば、聞いたり読んだりしたことを基に、基本的な語句や文を用いて、情報や考え、気

持ちなどを論理性に注意して対話し、伝え合うことができるようにする。 

 

内容 

社会的な話題について、使用する語句や文、やり取りの具体的な進め方が十分に示され

る状況で、対話や説明などを聞いたり読んだりして、賛成や反対の立場から、情報や考え、

気持ちなどを理由や根拠とともに対話する活動。また、やり取りした内容について、質疑

応答をしたり、意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 

意図 

自分たちの生活の身近にある「ファストファッション」の成り立つ背景や、それを支え

る人たちの実情を学んだ上で、自分たちの消費意識にどのように影響するのか、実際の消

費活動にどのような変化が起こるか考える。また、このような社会問題に関わって、自分

が今後どのようなアプローチをしていくか意見交換する機会を創ること。 

 

指導上の工夫 

・背景理解においては、教科書の文章だけでなく、実際の新聞記事・海外ニュース等の関

連動画、国内外のファストファッションブランドのウェブページに触れるなど、オーセ

ンティックな情報を教材として活用した。 

・「ファストファッション＝悪いもの」という内容ではないので、プラス面マイナス面の

両方に思考が深まるよう授業を展開した。 

 

 

↑グループ対話の様子                  （次のページに続く） 



 

   

↑実際に使用したワークシート 

 

指導後の生徒の変化 

・オーセンティックな教材を活用したこともあり、生徒自身が積極的にスピーキングの準

備をする様子が見られた。 

・自身の身近な生活と照らし合わせることで、社会問題を自分事として捉え、英語表現が

より説得力のあるものになるよう、探究する姿が見られた。 

・回数を重ねるにつれて、英語で伝えることの「恥ずかしさ」が解消されていくとともに、

他者のスピーキングを熱心に聞き取ろうとする生徒が増えた。 

 




